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国連の「貧困と飢え」の撲滅に向けた取り組みに合わせてミレニアム開発目標（MDG）

に掲げられた、2015 年までに貧困と飢えを半減させるという目標を達成するためには、残

りの 9 年間で一致協力した行動を取る必要がある。今回のクアラルンプール会議では、貧

困と食料不安、この 2 つの問題に対処するうえにおいて、近代的なかんがい農業は確かで

効果的な戦略であるという事実が強く認識された。 
近代的なかんがい農業は生産性の向上、最適な利用による資源の保全、持続的な環境の

実現に寄与する。今回のクアラルンプール会議ではまた、民間部門の関与がもたらすプラ

ス効果によって、各国の貿易の均衡化を進めることができると強く認識された。ただし、

これを実現するには、同時に農業関連の川下産業を対象に適切な支援を行うことが欠かせ

ない。 
 ICID は、水の管理による持続的な農業の実現で中心的な役目を果たす国際機関であり、

その国際理事会の年次会議と関連分野の作業班の会議ならびにワークショップにおいて、

「かんがい農業を効率的な成長の原動力にする（Transforming Irrigated Agriculture into 
an Efficient Engine of Growth）」をテーマとしたアジア地域会議の結論が確認された。 
 ICID は、以下のような「クアラルンプール声明」をまとめた。 
・ ICID は、マイクロかんがい技術には、作物に適量の水と肥料を与えることで節水を図

ると同時に農家の収入を増加させる、極めて大きな可能性が秘められている、と考える。

この技術の中でも小規模で安価な種類のものであれば、いかに狭い農地でも用いること

が可能で、貧しい小規模農家でもその恩恵を受けることができる。 
・ ICID は、天水農業から、ウォーターハーベスティングを一部採用したかんがい、田畑

の排水、地下水を用いた補給かんがい、洪水の水を用いた洪水かんがいや計画的な簡易

かんがい（deficit irrigation）まで、農業用水管理のありとあらゆる手法に対応してい

る。 
・ ICID は、水の管理による持続的な農業の実現が自らの主たる目的であり、その目的に

おいて、農業が農村の生活に欠かせない生産的な役割を担うエコシステムの一部である

とともに、文化的・社会的機能も果たすことを確認する。 
・ ICID は、かんがい農業が国の経済成長を促す最大の原動力となって、貿易、農産物の

加工、製造ならびに都市部の雇用創出に多大なる恩恵を与えることが少なくないと承知

する。 
・ ICID は、バイオエネルギーの需要が急速に拡大しており、食料、繊維、エネルギーの

間で限られた土地資源ならびに水資源の争奪戦が繰り広げられる可能性があることを

認識し、「ビジネスとしての農業」と連携して、環境が持つ価値に対する評価の高まり

など、社会のニーズの変化に対応していく。 



・ ICID は、節水に自らのワットセーブ賞が多大なる貢献をしていることを認識し、こう

した賞を創設してから 10 年経つ今、水生産性の向上への貢献が顕著であると認められ

る者も、同賞の授賞対象にすることを決めた。 
・ ICID は、統合的かつ参加型アプローチを用いてかんがいシステムを近代化させること

で、多くの場合、水の総利用量を増やすことなく、農業生産性を著しく向上させること

が可能であり、その近代化で実際にそうしたニーズに対処している、と承知する。 
・ ICID は、世界的な気候変動が近い将来、世界各地のかんがい農業と天水農業、双方に

影響を及ぼすと認識し、そうした変更の予測とそれへの適応で水管理者と政策担当者を

支援する取り組みを進めている。 
・ ICID は、地球温暖化にともなう変化などを背景に、農業用水の供給の変動が、農村の

生活および食料安全保障にとって大きな脅威となっていることを認識する。このような

不安定な状況の緩和で鍵を握るのは、天然のまま、ならびに貯水池での水の貯留である

ことから、ICID は貯留水の管理を充実させて、水、土地、生活および環境に共通して

見られる課題への対処に取り組む。 
・ ICID は、国連水関連機関調整委員会（UN-Water）や世界水会議をはじめとする他の

水関連組織と連携して、水ならびに飢えに関係するミレニアム開発目標の達成を手助け

する。 
・ ICID は、国内委員会のネットワークなどを通じた会員の自発的な寄付で運営される、

複数の分野にまたがった専門家組織であり、会員の方々の功績に敬意を表する。 


